拝啓　薫風の候、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、このたびは長男小太郎の初節句に際しまして、心温まるお祝いのお言葉ならびに結構なお祝いの品をお贈りいただき、誠にありがとうございました。家族一同、あらためて厚く御礼申し上げます。
おかげさまで、小太郎は大きな病気もなく、毎日元気いっぱいに過ごしております。鯉のぼりを見上げては手を伸ばし、兜の前で無邪気に笑う姿に、私どもも胸が熱くなる思いでございます。初めて迎える節句を無事に祝うことができましたのも、ひとえに皆様の温かいお心遣いのおかげと、深く感謝いたしております。
妻も日々の育児に奮闘しながら、少しずつ母親としての自信を身につけてまいりました。慣れぬことに戸惑いながらも、子どもの笑顔に励まされ、家族三人で穏やかな時間を重ねております。
ささやかではございますが、感謝のしるしとして心ばかりの品をお届けいたしました。ご笑納いただけましたら幸いに存じます。お近くへお越しの折には、ぜひお立ち寄りいただき、小太郎の成長ぶりをご覧いただけましたら嬉しく存じます。
末筆ながら、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げ、まずは書中をもって御礼申し上げます。
敬 具
令和〇年〇月〇日

〒123-4567 ○県○市○町○　一二三-四五六七
電話　一二-三四五-六七八九
〇〇　〇〇
